
大郷町中粕川地区の犠牲者ゼロに学ぶ

イラスト　さとうあけみ監修　減災･復興支援機構

町は各戸に設置した防災無線で
早めに避難情報を発信

消防団、自主防災組織は
早めの避難誘導後、
自分たちも避難

住民は警戒レベル3で避難所や
親戚宅へ早めに
避難開始

過去の水害を家庭や地域で
語り継ぐ
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消防団・自主防災組織の対応町の対応と気象・河川情報
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大
郷
・
中
粕
川

●「必ず氾濫」想定 吉田川沿い

に住む者として 必ずどこかが氾濫

するという意識が体に染み付いてい

る 大丈夫だろう

と思いつつ避難す

るのはそのため

だ 台風 号で犠

牲者はいなかった

が 消防団の機転

がなければ危なか

った 教訓を今後

の訓練に生かし 早めの避難を徹底

したい‖中粕川区長・赤間正さん

●地域で行動検証 地域の知って

いる人に呼び掛けられたので 避難

しなきゃ と考えた人も多かったは

ず 日ごろの近所

付き合いの大切さ

を感じる この２

年 復興に集中し

てきたので あの

時どう行動した

か それが正しか

ったかの検証はま

だ いつか地域で検証しないといけ

ない‖中粕川副区長・高橋俊昭さん

●考えの変化認識 高齢者は昔の

経験から「動かなくても大丈夫」と

考えがちで注意が必要。父がそうだ

った。ペットがい

ると「避難所に行

けない、行きたく

ない」との心理も

働きやすい。時間

が経過してからの

振り返りは、当時

と考えが変わった

点を認識できて有意義だった‖中粕

川実行組合長・赤間克也さん

●訓練で絆強まる 猫を飼ってい

るため２年前は避難所に行けなかっ

た。ペットがいたり、認知症の高齢

者がいたり、さま

ざまな事情で避難

できないケースが

ある。避難しやす

い環境をどう整え

るのかなど改善や

検証が必要。さら

に訓練も再開すれ

ば、地域の絆も強まる‖前中粕川区

会計・佐藤和夫さん

●ドローン活用を 台風 号では

町の災害対策本部に詰め切りで対応

した。何でも話せる関係を築けてい

たから、地元とは

常に情報を共有で

きた。今後は川に

近づかないで済む

よう、ドローン活

用など安全に河川

状況を確認できる

工夫も必要。もっ

と被害を減らせるようにしたい‖大

郷町消防団長・鈴木安則さん

●守る側も安全に 台風 号では

地域を巡回し、住民の安全確保に努

めた。災害では命を守る側が犠牲に

なるケースもあ

る。事情があって

避難しない人、で

きない人もいると

思うが、住民に速

やかに避難しても

らえると、住民も

消防団も安全を確

保できる。さらに災害に強い地域に

なる‖大郷町消防団 部部長・熊谷

宏弥さん

●情報の共有大切 台風 号では

とにかく急いで大崎市の娘の家に避

難した。以前は避難所に行っていた

が、眠れなかった。

娘からは避難が必

要な時は来るよう

に言われていた。

避難所にいなかっ

たので、今回聞い

た話は知らないこ

とだらけ。検証や

地域の情報共有が大事だと思った‖

前中粕川婦人防火クラブ会長・鈴木

真澄さん

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
自
然

災
害
の
被
災
体
験
を
振
り
返
り
、
防
災
の

教
訓
や
課
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
町

内
会
や
学
校
、
職
場
な
ど
少
人
数
の
集
ま

り
が
対
象
で
す
。
開
催
費
用
は
無
料
。
随

時
、
開
催
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

連
絡
先
は
河
北
新
報
社
防
災
・
教
育
室
０

２
２
（
２
１
１
）
１
５
９
１
。

◇

む
す
び
塾
で
は
２
０
１
５
年
５
月

日

掲
載「
宮
城
・
涌
谷
町

区
自
治
会
」編
、

年

月

日
掲
載
「
大
崎
・
古
川
」
編

な
ど
で
も
水
害
を
特
集
し
ま
し
た
。
特
集

記
事
は
全
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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皆
さ
ん
は
心
の
ど
こ
か
で
堤

防
が
切
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。

暴
れ
川
と
共
に
生
き
て
い
る
と

い
う
意
識
を
持
つ
と
い
ろ
ん
な

行
動
に
影
響
し
て
く
る
。
私
は

「
災
害
共
生
文
化
」
と
言
っ
て

い
る
が
、
狭
い
国
土
で
い
ろ
ん

な
自
然
現
象
が
起
き
る
日
本
で

災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
。
災
害

と
隣
り
合
わ
せ
で
暮
ら
し
て
い

る
意
識
を
、
他
の
地
域
に
も
持

っ
て
も
ら
い
た
い
。

中
粕
川
地
区
を
犠
牲
者
ゼ
ロ

と
表
現
し
が
ち
だ
が
、
話
を
聞

い
て
避
難
所
か
ら
戻
っ
た
人
や

消
防
団
に
救
助
さ
れ
た
人
も
い

て
、
手
放
し
で
喜
べ
な
い
こ
と

を
再
確
認
し
た
。
犠
牲
者
を
ゼ

ロ
に
す
る
に
は
「
早
期
の
自
主

避
難
１
０
０
％
」
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
気
付
か
さ

れ
た
。
守
る
側
の
命
を
守
る
た

め
に
も
目
標
と
し
て
明
示
化
す

べ
き
だ
ろ
う
。

助
言
者
か
ら

災害との共生 意識を 東北大災害科学国際研究所准教授
佐藤 翔輔さん

＠大郷・中粕川

河
北
新
報
社
は
５
日
、
通
算
１
０
２
回
目
の
巡
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す
び
塾
」
を

宮
城
県
大
郷
町
の
町
公
民
館
中
粕
川
分
館
で
開
い
た
。
２
０
１
９
年

月
の
台
風

号
豪

雨
で
吉
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
中
粕
川
地
区
は
甚
大
な
浸
水
被
害
を
受
け
た
が
、
大
半

の
住
民
が
早
期
避
難
し
た
た
め
、
犠
牲
者
は
い
な
か
っ
た
。
地
域
防
災
に
取
り
組
ん
で
き

た
住
民
が
、
当
時
の
体
験
と
行
動
を
踏
ま
え
て
教
訓
を
確
認
し
、
今
後
の
備
え
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

む
す
び
塾

台風 号の経験を振り返ったむすび塾‖大郷町公民館中粕川分館

早期避難で犠牲者ゼロ

台風 号で公民館も浸水したことを説明する中粕
川区長の赤間正さん‖大郷町公民館中粕川分館

自
主
防
災
組
織
の
役
員
と
消
防

団
員
ら
７
人
の
ほ
か
、
助
言
者
と

し
て
東
北
大
災
害
科
学
国
際
研
究

所
の
佐
藤
翔
輔
准
教
授

が
参

加
し
た
。

地
域
で
は
１
９
８
６
年
の
８
・

５
豪
雨
な
ど
過
去
の
水
害
が
語
り

継
が
れ
、
危
機
意
識
が
高
か
っ
た
。

住
民
は
２
０
０
６
年
に
自
主
防
災

組
織
を
つ
く
り
、
防
災
マ
ッ
プ
作

成
や
安
否
確
認
訓
練
を
続
け
て
き

た
。台

風

号
で
は
町
が
午
後
２
時

分
の
早
い
段
階
で

避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始

現
在
は
高

齢
者
等
避
難

を
発
令

自
主
防
と

消
防
団
は
避
難
誘
導
や
見
回
り
に

着
手
し
た

高
齢
者
が
早
め
に
動

き
だ
し

近
隣
住
民
に
避
難
先
を

伝
え
る
姿
も
見
ら
れ
た
と
い
う

「
全
戸
に
避
難
の
呼
び
掛
け
と

安
否
確
認
を
行
い
、
住
民
の
多
く

は
避
難
所
や
親
戚
宅
に
移
動
し

た
。
避
難
指
示
に
合
わ
せ
て
（
行

政
区
の
）
三
役
と
消
防
団
も
避
難

所
に
向
か
っ
た
」
と
中
粕
川
区
長

の
赤
間
正
さ
ん
（

）
は
振
り
返

っ
た
。

独
自
の
避
難
ル
ー
ル
が
あ
る
家

庭
も
。
前
中
粕
川
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
会
長
の
鈴
木
真
澄
さ
ん

は
、
夫
の
安
則
さ
ん

が
町
消

防
団
長
で
災
害
時
は
い
な
い
た

め
、
自
身
で
家
族
を
早
期
に
避
難

さ
せ
て
い
る
。
「
自
主
防
の
活
動

を
免
除
し
て
も
ら
い
、
午
後
３
時

台
に
高
齢
の
親
と
大
崎
市
の
娘
の

家
に
避
難
し
た
」
と
説
明
し
た
。

佐
藤
准
教
授
は
犠
牲
者
ゼ
ロ
の

要
因
を
「
皆
さ
ん
が
避
難
準
備
が

出
さ
れ
た
明
る
い
時
間
帯
に
活
動

を
始
め
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
だ
。
助
け
る
側
も
避
難
の
基
準

を
決
め
て
い
た
の
で
、
無
事
に
逃

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
説
明
し

た
。反

省
点
も
あ
っ
た
。

日
朝
の

浸
水
後
、
消
防
団
が
避
難
せ
ず
取

り
残
さ
れ
た
高
齢
者
に
気
付
き
、

お
ぶ
っ
て
救
助
し
た
事
例
が
報
告

さ
れ
た
。
鈴
木
安
則
さ
ん
は
「
避

難
し
な
か
っ
た
人
の
中
に
は
ペ
ッ

ト
や
持
病
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
事
情
で
避
難
所
に
行
き
に
く

い
人
も
い
た
」
と
話
し
、
避
難
所

の
充
実
を
課
題
に
挙
げ
た
。

避
難
か
ら
一
夜
明
け

自
己
判

断
で
避
難
所
か
ら
自
宅
に
帰
っ
た

住
民
も
い
た

そ
の
後

堤
防
が
決

壊
。
佐
藤
准
教
授
は
避
難
解
除
前

に
戻
さ
な
い
工
夫
と
し
て
「

年

７
月
豪
雨
で
は
、
雨
が
や
ん
で
も

川
の
水
位
が
高
か
っ
た
た
め
、
と

ど
ま
る
よ
う
避
難
所
に
表
示
し
た

自
治
体
が
あ
っ
た

と
紹
介
し
た

町
消
防
団

部
部
長
の
熊
谷
宏

弥
さ
ん

は
「
経
験
を
次
世
代

に
語
り
継
ぐ
べ
き
だ
」
と
伝
承
の

必
要
性
を
強
調
。
佐
藤
准
教
授
は

「
災
害
の
経
験
を
若
い
世
代
に
受

け
継
ぐ
に
は
、
学
校
を
巻
き
込
ま

な
い
と
難
し
い
。
町
や
教
育
委
員

会
に
働
き
掛
け
た
い
」と
述
べ
た
。

2019年台風19号大郷町と中粕川地区の災害対応

14時 00分 消防団が公民館に集合

15時 00分 区役員が公民館に集合
戸別訪問し避難呼び掛け
避難意向の有無を確認

16時 20分 避難動向の報告終了
（自宅に残る世帯は 数世帯）

45分 ３役以外の役員は避難所へ

17時

18時

19時

20時

21時

22時 00分 ３役 消防団が見回り
（５世帯ほど２階に垂直避難）
※その後３役 消防団は避難所へ

23時

０時

１時

２時

３時

４時

５時

６時

７時

月

日

日

00分 避難所開設
10分 避難準備・高齢者等避難開始発令
30分 災害警戒本部設置

防災無線放送開始・広報車出動

17分 大雨警報発令

00分 災害対策本部設置
40分 避難勧告発令

58分 避難指示発令

10分 大雨特別警報発表

00分 吉田川水位676㍍

00分 吉田川水位902㍍

40分 吉田川氾濫危険情報

00分 吉田川水位992㍍（最大）

45分 大雨特別警報解除

30分 吉田川堤防越水

50分 吉田川堤防決壊

〔注〕避難準備・高齢者等避難開始は今年５月に高齢者等避難に改称。
ゴシックは気象・河川情報

堤防決壊100棟が全半壊

中粕川地区で決壊した吉田川の堤防。地
区では住宅被害が相次いだ＝ 年 月
日午後０時 分ごろ、宮城県大郷町

∪
∪
∪
∪
∪
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2019年の台風 号は 月 日午後７時

前に伊豆半島に上陸後、 日未明に宮城

県に最接近した。大郷町内は 日夕から

雨脚が強まり、町は午後６時 分に避難

勧告、午後９時 分に避難指示を発令し

た。

町に近い大衡観測所では 日午後 時

分から１時間で515㍉の非常に激しい

雨を観測。 日午前３時 分までの 時

間降水量は3095㍉で、1976年の統計開

始以降最大となった。

町を横断する吉田川の水位は 日午前

２時、氾濫危険水位82㍍を上回る902

㍍を観測。午前４時には992㍍に達した。

中粕川地区の堤防では午前６時半に越

水、７時 分に決壊を確認した。

中粕川地区には当時105世帯が暮らし

ていたが、濁流により住宅被害は全壊

棟、大規模半壊 棟、半壊５棟に上った。

町全体の全半壊148棟のうち、３分の２

を同地区が占めた。

ほとんどの住民は 日に避難所や町外

の親戚宅などに避難し、無事だった。堤

防決壊後、自宅に残った 人は、消防と

消防団に救助された。

町は行政区ごとに自主防災組織の設立

や、窓を閉めていても情報が伝わる戸別

防災無線の全戸整備を進めていた。台風

号の教訓の継承と防災意識の向上を図

るため、 月 日を大郷町民防災の日と

定めた。

(１１) ２０２１年(令和３年)１０月１３日(水曜日)(１１) ２０２１年(令和３年)１０月１３日(水曜日)


